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「片付け」場面における熟達した保育者の実践知
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あった。
カテゴリー「子どもたち同士の関係をいかす」
については，「仲良しの友だちと一緒に片付けら
れるようにする」「年上の子どもへの憧れの気持
ちをいかす」といった下位概念が設定された。カ
テゴリー「片付けの大切さを子ども自身が理解で
きるようにする」については，「片付けの後の気
持ちよさに気付かせる」「なぜ片付けなくてはな
らないのかその意味を考えさせる」「一緒にきれ
いにしてくれたことにお礼を言う」といった下位
概念が設定された。カテゴリー「片付けやすい環
境をつくる」については，「子どもにわかる表示
をするなど片付けやすい環境をつくる」といった
下位概念が設定された。カテゴリー「日々の積み
重ねを大切にする」については，「繰り返し，日々
積み重ねることで身に付けられるようにする」と
いった下位概念が設定された。
保育者に視聴してもらった「片付け場面」の内
容が異なること，分析対象としての語りの区切り
方が異なることから，安易に比較することはでき
ないが，砂上ら（２００９）の研究では認められな
かった実践知が多数認められた点はたいへん興味
深く思われた。前述の通り，砂上ら（２００９）は，
片付け場面における保育者の実践知は園環境やカ
リキュラムと関連するものであることを明らかに
しているが，そうした意味からも，今回新規に認
められた実践知には，Ｘ園のカリキュラムや保育
方針などが関連しているのではないかと推察され
た。詳細な考察は，「Ⅲ．研究の結果と考察」に
示した通りであるが，全体を通して，子どもに片
付けを一方的に強要することを避け，子どもの思
いやその主体性を尊重しながら，片付けの大切さ
を学ばせていきたいという姿勢をうかがわれ，そ
のための様々な実践知が認められた。それらはお
そらく，Ｘ園の保育方針に通じるものなのではな
いかと推察される。
今回は，熟達保育者の「片付け場面」における
実践知に注目してきたが，今後はさらに，他の場
面における熟達した保育者の実践知にも注目して
いきたいと思う。
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